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研究員派遣による学校支援に関する研究(子どもが主体となる授業づくり 算数科) 

 

児童が学びをつなぎ、新たな気付きを生み出す授業づくり 
－小学校算数科における「授業改善シート」を活用した授業構想と授業評価を通して－ 

 

Ⅰ 主 題 設 定 の 理 由 

 

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説 算数編(以下、学習指導要領解説という。)では、算数科の

目標として、「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育

成することを目指す」１）と示されている。また、「算数の学習で身に付けた資質・能力を生活や学習の

様々な場面で活用することによって、児童にとって学習が意味あるものとなり、数学のよさを実感を伴

って味わうことができるようになる」１）とも述べられている。 

当センターでは、令和６年度研究員派遣による学校支援に関する研究(読み解く力 算数科)(以下、令

和６年度研究という。)において、学習指導要領解説で示されている算数・数学の問題発見・解決の過程

を基にした授業づくりを行った。その際、「単元構想シートⅢ」「授業構想シートⅡ」を活用すること

で、指導者は、児童が問題解決する際に働かせたい数学的な見方・考え方や、１人１台端末を活用する

タイミング等を意識することができた。さらに、指導者が児童の問いや気付きを意図的に引き出すこと

で、児童が学びを深める姿につながった。また、児童は、１人１台端末を活用することで、解決過程を

振り返り、数学的な見方・考え方を蓄積することができた。 

一方、令和６年度全国学力・学習状況調査の問題別調査結果[算数]において、滋賀県で最も正答率の

低い問題(正答率は28.5％)は、「家から学校までの道のりが等しく、移動時間が異なる二人の速さにつ

いて、どちらが速いかを判断し、その理由を書く」という日常生活と結び付いた問題であった。この問

題の解答類型の中で、道のりが等しいことは記述できても、かかった時間の違いについて記述できなか

った児童の割合は31.3％であり、児童が数学的な見方・考え方を働かせ、学んだことを生活や学習の場

面で活用する力に課題が見られた。この課題を解決するためには、児童が数学的な見方・考え方を蓄積

するだけでなく、自律的に活用し、自ら見つけた気付きや問いを生活や学習の中で生かすことを促す授

業づくりが重要であると考える。 

そこで、本研究では、児童が蓄積した数学的な見方・考え方を働かせ、新たな気付きや問いを得る過

程に焦点を当てた授業構想に取り組む。また、児童の学びの姿を見取り、授業を振り返り、有効な指導

や手立てについて探る授業評価を行う。これらを繰り返し行うことで、児童が数学的な見方・考え方を

働かせ、学んだことを生活や学習に活用する力の育成につながると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研 究 の 目 標 

 

児童が数学的な見方・考え方を働かせ、学んだことを生活や学習に活用する力を育むために、児童が

学びをつなぎ、新たな気付きを生み出すための授業づくりを目指す。 

 

Ⅲ 研 究 の 仮 説 

 

 小学校算数科において、児童が蓄積した数学的な見方・考え方を働かせ、新たな気付きを得る学習過

程に焦点を当てた授業構想と、児童の学びの姿を見取り、有効な指導や手立てについて探る授業評価を

繰り返すことで、児童が学びをつなぎ、新たな気付きを生み出す授業づくりを充実させることができる

だろう。 
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Ⅳ 研究についての基本的な考え方 

 

１ 学びをつなぎ、新たな気付きを生み出すとは 

学習指導要領解説では、「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けた授

業改善の視点が示されている(表１)。

この視点を踏まえ、本研究では「児童

が学びをつなぐ姿」を、次の三つの姿

として捉える。 

・数学的な見方・考え方を働かせ、自らの考えをもつ姿(主体的な学び) 

・他者との話合いを通して、自らの考えを広げ深める姿(対話的な学び) 

・数学的活動を通して思考や態度が変容し、数学のよさを実感する姿(深い学び) 

そして、本研究では、研究協力員と協議し、児童が学びをつなぐためには、指導者が単元の系統性

を踏まえ、働かせたい数学的な見方・考え方を明確にすることが重要であると考えた。また、問題解

決の見通しをもつ場面や、他者の考えを生かして気付きを得る場面を設定し、これらの場面で児童の

思考を促す発問の工夫など、必要な手立てを講じることも重要であると考えた。 

これらを踏まえて授業づくりに取り組むことで、児童は新たな気付き(図１)を得て、数学的な見方・

考え方が豊かで確かなものになっていく。さらに、この気付きは、「他

の場面に適用できないか」という新たな問いを生み出し、主体的に問

題解決へ向かう姿につながり、児童の学んだことが生活や学習に活用

できるものになると考える。 

 

２ 学びをつなぎ、新たな気付きを生み出す授業づくりのために 

本研究では、令和６年度研究の成果物を基に作成した「単元デザインシート」と「授業改善シート」

を活用し、授業づくりを行う。 

(１) 「単元デザインシート」を活用した単元構想 

「単元デザインシート」(図２)は、数学的な見方・

考え方を整理し、単元計画を構想するシートである。

指導者は、単元を通して目指す児童の姿を設定すると

ともに、単元を通して働かせたい数学的な見方・考え

方を整理する。ここで、指導者が、単元の学習に関わ

る既習事項やこれからの学習との関連を整理すること

で、構想する単元だけでなく、学習の系統性を踏まえ

た指導を行うことができる。さらに、各時間に目指す

児童の姿や働かせたい数学的な見方・考え方を明確に

し、いつ、何をどのように学ぶのかを整理することで、

単元を通して必要となる手立てを計画的に検討するこ

とができる。 

 

(２) 「授業改善シート」を活用した授業構想と授業評価 

「授業改善シート」(図３)は、「授業計画」と「授業記録」を記述する部分で構成し、授業構想

と授業評価を一体的に行うシートである。 

表１ 授業改善の視点(小学校学習指導要領解説 算数編 第４章 １の(１)
に記載されている内容を基に編集) 

 

主体的な学び 

問題解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解 

決の過程を振り返り、よりよく解決したり、新たな問いを見 

いだしたりする 

対話的な学び 自らの考えや集団の考えを広げ深める 

 

深 い 学 び 

日常の事象や数学の事象について、「数学的な見方・考え 

方」を働かせ、新たな知識・技能を見いだしたり、それら 

と既習の知識と統合したりして思考や態度が変容する   

 

図１ 児童の新たな気付きの例 

・この関係に気を付けて考え
ると解決できるな。 

・この考え方だと、より簡単に
求められるな。 

図２ 「単元デザインシート」 
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図３ 「授業改善シート」 

「授業計画」は、「単元デザインシ

ート」で設定した、働かせたい数学的な

見方・考え方を児童が活用できるよう

にすることに重点を置き、そのための

手立てや支援を考えながら作成する。

その際、児童が学びをつなぐ場面を設

定し、指導者の発問の内容や考えの共

有方法などの手立てを、予想される児

童のつまずきや考えから具体的に考え

る。また、引き出したい児童の考えや予

想される児童のつまずきに応じて、個

別の学びと協働的な学びの内容や時間

の配分を考えて構成する。あわせて、粘

り強く取り組むことや自らの考えをも

つことが苦手な児童への支援も具体的

に考える。なお、児童が学びをつなぐ場

面で具体的に行う手立てや支援は、指

導者や参観者が、授業を評価する際の

視点として活用する。 

「授業記録」には、指導者や参観者

が、実際の授業で、児童が数学的な見

方・考え方を働かせている姿や児童の

気付き、指導者の手立てや支援の効果

などを記録する。また、目指す児童の姿

に迫れていない場合や、児童が数学的な見方・考え方を働かせることができていない場合には、ど

こでつまずいているのか、どこまで考えられているのかを見取り、記録する。 

そして、「授業計画」での指導者の意図と「授業記録」に記録した児童の学びの姿を基に、指導

者と参観者が一緒に授業を振り返り、手立てや支援の効果や、どのような手立てや支援が必要であ

ったのかを探る授業評価を行う。授業評価を通して、児童が学びをつなぐために行う手立てや支援

を改善し、次時の授業構想につなげることで、継続的な授業づくりを図る。 

 

３ 児童が数学的な見方・考え方を意識し、活用するために 

児童が学びをつなぎ、新たな気付きを生み出すためには、児童自身が数学的な見方・考え方を意識

し、学んだことを蓄積できるようにすることが重要であると考える。そのために、令和６年度研究の

手立てである「マイ・スタディ・ボックス」の「マイログ」と「クラスログ」を活用し、学習する単

元とこれまでの学びをつなぎ、新たな気付きを生み出すことができるようにする。 

「マイログ」は、児童の解決過程における気付きや学習の振り返り、単元を通して働かせた数学的

な見方・考え方などを蓄積するものである。これらを蓄積することで、児童が学習後の生活や学習で

の活用を意識できるようにする。 

「クラスログ」は、指導者が、授業で活用した数学的な見方・考え方や児童の気付き、学習の振り

返りの内容などを整理する。整理した「クラスログ」を学級全体で共有することで、児童が問題解決

の際に必要なものを選択し、活用することにつなげる。 
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４ 研究の成果と課題の分析について 

「単元デザインシート」と「授業改善シート」を活用した授業づくりが、児童が新たな気付きや獲

得した学びを、幅広く様々な場面で活用することにつながっているかについて、児童のノートやワー

クシート、１人１台端末等に記述した考えや問題解決の過程、学習に取り組む姿などを基に分析し、

検証を行う。また、研究始期と終期に、児童を対象に算数科の学習に対する意識についての質問紙調

査と評価問題による学力調査、指導者を対象に授業づくりの意識についての質問紙調査を行い、これ

らの結果から研究の検証を行う。 

 

Ⅴ 研 究 の 進 め 方 

 

１ 研究の方法 

(１) 研究協力校の算数科における児童の質問紙調査や評価問題による学力調査、指導者の質問紙調査

や協議から、各校の実態や課題を把握し、本研究の目標に沿って学校支援の内容を設定する。 

(２) 研究協力校において、研究始期に派遣研究説明会を実施し、派遣研究の概要や、算数科の授業づ

くりについて説明を行い、校内研究との連携を図る。 

(３) 研究協力校の指導者と共に「単元デザインシート」「授業改善シート」を活用した授業構想と、

授業評価を実践し、児童が学びをつなぎ、新たな気付きを生み出す授業づくりを進める。 

(４) 年間２回の派遣研究協議会を実施し、各校での取組について交流・協議する。 

(５) 児童の質問紙調査と評価問題による学力調査、指導者の質問紙調査を実施し、児童および指導者

の変容などから研究の検証を行う。 

(６) 研究協力校での取組内容、成果と課題についてまとめる。 

 

２ 研究の経過 

４月～11月 

５月 

６月 

 

７月～８月 

夏季休業中 

派遣研究(小学校２校、各校週１回) 

派遣研究説明会 

児童・指導者質問紙調査(始期)、学力調査

(始期)の実施と分析 

第１回派遣研究協議会 

２学期に向けた授業構想 

10月 

 

10月～11月 

２月 

児童・指導者質問紙調査(終期)、学力調査

(終期)の実施と分析 

第２回派遣研究協議会 

研究発表大会 

 

Ⅵ 研 究 の 内 容 と そ の 成 果 

 

１ 研究協力校における課題と研究協力員の思い 

研究始期に、研究協力校の児童と指導者を対象に算数科の授業等に関する各種調査を実施した。児

童を対象に実施した質問紙調査では、「算数科の授業で学習したことを、今後の学習で活用できない

か考える」という質問に対して、肯定的な回答をしている児童の割合は66％であった。 

指導者を対象に実施した質問紙調査では、「児童が算数科で学習したことを、他の学習や日常生活

につなげられるように工夫している」という質問に対して、肯定的な回答をしている指導者の割合は

50％に留まった。一方、研究協力員に算数科の授業づくりへの思いについてインタビューしたところ、

児童が数学的な見方・考え方を働かせて考えたり、考えを広げ深めたりするための手立てや、生活や

学習への活用を促す手立てを講じる必要性を感じていることがうかがえた(図４)。そこで、研究協力

員と協働して、学びをつなぎ、新たな気付きを生み出す授業構想と授業評価に取り組んだ。 
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表２ 児童が考えの見通しをもつための導入での手立て 

２ 「なんだかうまくいかない」から「こうしてみよう」を繰り返す 

(１) 働かせたい数学的な見方・考え方と問題解決の見通しをつなぐ 

 ア 見通しをもつ場面を設定しているが、うまくいかない 

Ｙ校の指導者Ａは、児童が数学的な見方・考え方を働かせて自らの考えをもつ姿を目指し、授

業の導入で、問題を提示した後に、児童が学習してきたこととの違いを意識できるように「今ま

での学習と何が違いますか」と問いかける場面を設定していた。しかし、授業記録を基に５、６

月の実践を振り返る中で、違いを想起するだけでは問題解決の見通しがもてず、自力解決が進ま

ない児童がいることに気付いた。そこで、児童が見通しをもつための手立てや発問の改善が必要

だと考えた指導者Ａは、改善の糸口を掴もうと、同校の指導者Ｂの授業を参観した。指導者Ｂは

授業の導入で、「これまでの学習で使えそうなことはありますか」と児童に問いかけ、働かせた

い数学的な見方・考え方に触れていた。そして、児童が学習してきたこととの違いを捉えられる

ようにしたうえで、どのように考えを進めるとよいかまで意識できる授業を展開していた。この

ことから、指導者Ａは、児童が働かせたい数学的な見方・考え方を想起することで、問題解決の

見通しをもつことができることに気付き、授業の導入での手立てを再検討した(表２)。 

 

イ 数学的な見方・考え方を働かせるための問いかけを工夫しよう 

９月に実践した第５学年「分数」の学習

(表３)において、指導者Ａは「
15

20
に等しく、

分母が20より小さい分数を見つける」とい

う問題を提示し、前時の学習との違いを確

認した後、今までに学習してきたどのよう

な考え方が使えそうか尋ねた。児童から

は、分母と分子を同じ数で割るという考

え方や、約数、公約数を活用することにつ

いての発言があり、問題解決への見通し

をもつ姿が見られた(図５)。また、自力解

決の場面で、「同じ数で割る」というイメ

ージをもてない児童がいることを捉えた

指導者Ａは、「悩んでいる人は、『クラス

ログ(図６)』を見てこれまでの学習を確

活動 手立て 具体的な問いかけの例 

問題の 

把握 

・問題場面を捉えるため、分かっている

こと、分かっていないことを確認する。 

・分かっていること、分かっていないことは何ですか。 

・「あれっ」と思ったことは何ですか。 

 

 

見通し 

・今までの学習との共通点や違いを捉え

られるようにする。 

・解決するために困ることを共有する。 

・解決するために使えそうな数学的な見

方・考え方を確認する。 

・今までの学習との違いは何ですか。 

・答えはおおよそどれくらいになりそうですか。 

・自力解決で困りそうなことは何ですか。 

・学習してきたことで使えそうな見方・考え方は何ですか。 

・〇〇とは何のことでしたか。 

・同じ見方・考え方が使えたのは、どのような時でしたか。 

図４ 研究協力員の授業づくりへの思い 

・児童が自ら課題意識をもったり、友達との交流から考えを広げたり深めたりする力を付けられるようにしたい。 
・発言を他者に任せてしまう児童や、困っていることをうまく伝えられずにいる児童が、自らの考えを発信したり
表現したりできるようにしたい。 

・児童が算数科の学習を通して「できた」「分かった」と感じ、学んだことが様々な場面で活用できることを実感
できるようにしたい。 

・授業の振り返りが、次の学習への見通しや、学ぶ意欲につながるようにしたい。 

図５ 指導者と児童のやりとり(下線は筆者) 

：今日は、どのような考え方が使えそうですか。 
児 童：昨日の分母と分子に同じ数をかける考え方が使えそう。 
児 童：割り算をしたらいいと思う。 
児 童：約数を使ったらいい。 

：約数って何でしたか。 
児 童：例えば、２の約数は１と２ということ。 

：割りきれる数ということですね。 
児 童：20 と 15 だから５で割れそう。 
児 童：そうか、20 と 15 の約数ではなく、公約数を使ったらいい

のか。 
：(「わり算」「約数」と板書し)この考え方で解決できそう
ですか。 

児 童：できそう。 

表３ 第５学年「分数」第２時の概要 
目指す児童の姿 約分の意味や方法を理解し、約分することができる。 

問題 
15

20
に等しく分母が20より小さい分数を見つけましょう。 

働かせたい 

数学的な 

見方・考え方 

・分母及び分子に同じ数をかけても割っても、大きさは

変わらないという数量の関係に着目する。 

・約数や倍数など、整数の性質に基づいて、より簡単な

表し方を考える。 

数学のよさ ・約分が可能な分数は、簡単な形に表すことができる。 
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表４ 交流を設定する場面と交流時の指導者の手立て  

かめよう」と声をかけ、前時の学習と結び付けて考える

ことができるようにした。このように、児童が働かせた

い数学的な見方・考え方を焦点化できるよう、指導者が

手立てや問いかけの工夫をすることで、児童が解決の見

通しをもち、問題解決に向かう姿につながった。 

 

(２) 交流の目的を明確にする 

ア 交流する場面を設定しているが、うまくいかない 

指導者Ａは、児童が自らの考えを広げ深め、数学のよさを実感する授業のあり方についても模

索し、１人１台端末を活用した考えの共有や少人数での交流を積極的に取り入れていた。７月に

実践した第５学年「合同な図形」の学習では、指導者Ａが六角形以上の内角の和のきまりについ

て考える問題について、１人１台端末を活用し、児童の考えを共有しながらグループ交流を行う

場面を設定した。しかし、交流の必要性を感じる児童が少なかったために、交流は考えの伝え合

いに留まり、児童が考えを広げ深める姿につながらなかった。指導者Ａは、授業後に授業記録を

基に振り返る中で、交流の目的や指導者の手立てが曖昧だったために、児童の思考の広がりや深

まりにつながりにくかったと考えた。そこで、少人数、全体での交流の設定場面と指導者の手立

てについて再検討した(表４)。 

 

イ  目的に応じた交流を設定しよう 

２学期は、再検討したことを基に授業

構想を行った。11月に実践した第５学年

「単位量あたりの大きさ」の学習(表５)

では、問題解決の見通しについて話し合

っても多くの児童が自力解決を進めるこ

とが難しいことを想定し、困ったことを

解決するための自由交流と、多様な考え方を知るための自由

交流を設定した。授業の前半の自由交流では、児童が１人１

台端末上の共有画面を見ながら聞きに行く相手を選び、目的

をもって交流する姿が見られた。さらに、授業の後半では、

指導者が「なるほどと思った考えを見つけて確かめに行った

り、見つけた友達の考えのよさを伝えに行ったりしましょう」と促すことで、困ったことの解決

に留まらず、友達の考えのよさに気付く交流へと発展した。児童ａは、前半の自由交流で、１ｇ

 どのような時に設定するか 指導者の手立て 

少人数交流 

(グループ・ 

ペア・自由) 

・学習のめあての設定 

・問題解決の見通し 

・困っていることの共有 

・解決方法の交流 

・適用問題の解決方法の確認 

・それぞれの児童の考えを見取る。 

・全体交流で取り上げたい考えやつまずきを見取る。 

・解決のために質問しに行くことを促すなど、児童同士が関

わりをもつことができるようにする。 

・考え方が複数ある際に、共通点やよりよい解決方法につい

て考えるよう促す。 

・質問する姿や協力して解決しようとする姿など、考えを広

げ深める姿勢を価値付ける。 

全体交流 

・学習のめあての設定 

・問題解決の見通し 

・全体が困っていることの共有 

・よりよく問題解決するための

数学的な見方・考え方を捉える 

・児童の多様な考え方を引き出す。 

・目指す児童の姿につながる数学的な見方・考え方やつまず

きを取り上げ、話合いを促す。 

・少人数交流で生まれた気付きを、数学的な見方・考え方と

結び付け、整理する。 

図７ 児童ａと児童ｂの交流の様子 

児童ａ：どうしてこう考えたの。  
児童ｂ：160 円で 80ｇだから、160÷80 をし

たら１ｇ２円になるでしょ。そし
て、もう一方も 200÷100 をしたら
２だから２円でしょ。だからどち
らも１ｇ２円になるよ。 

児童ａ：ああ、なるほどね。 

表５ 第５学年「単位量あたりの大きさ」第１時の概要 

目指す 

児童の姿 

お菓子の重さと価格を用いて、どれがお得なのか、比べ方を

考え、単位量あたりの大きさを求める方法を理解する。 

問題 
スナック菓子が３袋あります。お得なのはどれでしょう。 

➀160円で80ｇ ②200円で80ｇ ③200円で100ｇ 

働かせたい

数学的な 

見方・考え方 

・比べるために必要な二つの量の関係に着目する。 

・「もし同じ量だとすると」などと、重さ(ｇ)か価格(円)の

どちらか一方を揃えて考える。 

数学のよさ 
・一方の量を揃えて、もう一方の量の大小を比べると、異なっ

た二つの量を比べることができる。 

 

図６ 前時の「クラスログ」(一部) 

同じ数でかけたり、
わったりすると、
数直線を使わずに
求めることができる。

新しい発見

大切だと思うキーワード
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図８ 第６学年「場合の数」の「単元デザインシート」(一部) 

図９ 児童の振り返り 

あたりの値段を揃えて考えた児童ｂに考え方を尋ね、その考え方に納得する姿が見られた(図

７)。そして、児童ａは、後半の自由交流で、児童ｃに児童ｂの考え方のよさを伝え、さらに、全

体交流でも「児童ｂの考え方が分かりやすかったです」と発言し、１ｇあたりで揃えて考えるこ

とのよさを実感していた。また、全体交流では、指導者が児童を意図的に指名し、３通りの考え

方を紹介した。児童の説明後には、「値段か重さのどちらを揃えたのか分かりますか」と全体に

問い返し、「何を揃えるか」や「揃えて考えることのよさ」に気付けるよう、働きかけていた。 

このように、指導者が目的を明確にした少人数交流を促したり、全体交流でどのような点に着

目して問題解決したのかを振り返ったりすることで、児童は交流を通して自らの考えを広げ深

め、問題解決のための新たな気付きを得る姿につながった。 

 

３ 数学的な見方・考え方を整理し、単元全体を見通す 

Ｚ校の指導者Ｃは、児童が算数科

の学習を通して「できた」「分かった」

と感じられるようになることを目指

し、授業づくりに取り組んだ。 

児童が数学的な見方・考え方を働

かせることで「できた」「分かった」

につながると考えた指導者Ｃは、第

６学年「場合の数」において「単元デ

ザインシート」(図８)を活用し、単元

を通して働かせたい数学的な見方・

考え方を整理した(図８のＡ)。そし

て、単元を通して行う手立てとして、

児童の考え方を比較する場を設定

し、考え方のよさに気付くことがで

きるようにすることを考えた(図８

のＢ)。実際に、指導者が毎時間「友

達の考え方のよさは何でしょう」と

問いかけることで、児童は図や表で

考えるよさや、情報を記号化して整

理するよさなど、場合の数の考え方

を深める姿につながった(図９)。 

また、指導者Ｃは、学習したことを生活で活用できるようになってほしいと考え、単元の後半に、

児童一人一人が学習したことと日常生活を結び付けた問題

を作成し、互いに解き合う時間を設定した(図８のＣ)。そし

て、第６時に向け、学習したことを日常生活に生かす意識が

高まるよう、毎時間の振り返りの場面で「今日の考え方はど

のような時に使えるでしょうか」と問いかけた。実際に、指導者が意図的に毎時間問いかけることで、

児童は日常生活の場面を想起しながら学習を振り返る姿が見られるようになった(図10)。さらに、指

導者Ｃは児童が記述した日常生活の場面を整理して教室に

掲示することで、第６時で、児童は友達が考えた日常生活の

場面も参考にしながら問題を作成することができた。 

Ａ Ｂ

Ｃ

単元名 場合の数

手立て

・児童の考えた様々な整理の仕方を示し、

　より簡潔で分かりやすい考え方について

　比較する場を設定する。

・表・図・樹形図などのよさや、用いる場面

　についてクラスログにまとめ、必要に応じ

　て参考にできるようにする。

・日常生活の中で並べ方や組み合わせを

　調べる場面の想起を促し、児童が生活

　の中での活用を意識できるようにする。

時間 働かせたい見方・考え方

1
情報を記号で表し、図や表に整理して考える。

最初に乗る乗り物を固定して考える。

6

日常生活の中で並べ方や組み合わせを調

べる場面や条件に着目し、問題を構成する

見通しをもつ。

7

調べる場面に合わせて、図や表を活用して

考える。

より簡単に調べられる方法について考察す

る。

8 調べる場面に合わせて、図や表を活用して考える。

友達が作った問題について、状況に

合った解き方を判断し、図や表を用

いて解き合うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】 起こり得る場合を順序良く整理することのよさに気付き、生活や学習に活用しようとする。

単元を通して働かせたい見方・考え方

・起こり得る場合を図や表に表し、順序よ

　く整理する。

・落ちや重なりがないように調べる方法を

　考える。

・あるものを固定するなど、観点を定めて

　整理して考える。

　考える。

・規則性に着目して、より簡潔に数える方

　法を考える。

目指す児童の姿

並べ方が何通りあるかについて落ちや重なり

がないように調べる方法を理解する。

学習した内容を生かして、並べ方や

組み合わせについての問題を作るこ

とができる。

並べ方や組み合わせの総数を調べる方法を理解

し、図や表を用いて求めることができる。

単元を通して新たに分かった考え方や、学習や

生活で活用できる場面について振り返っている。

単元デザインシート
単元の目標

【知識及び技能】 起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を理解し、適切に用いることができる。

【思考力、判断力、表現力等】 順序よく整理する観点を決め、落ちや重なりなく調べる方法を考察することができる。

・児童の考えた様々な整理の仕方を示し、

　より簡潔で分かりやすい考え方について

　比較する場を設定する。

・表・図・樹形図などのよさや、用いる場面

　についてクラスログにまとめ、必要に応じ

　て参考にできるようにする。

・日常生活の中で並べ方や組み合わせを

　調べる場面の想起を促し、児童が生活の

　中での活用を意識できるようにする。

図 10 児童の振り返り 
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図 11 １学期(上段)と２学期(下段)の振り返りのポイントの変化 

(下段のイラストは生成 AI にて作成） 

 

このように、指導者が「単元デザインシート」を活用して働かせたい数学的な見方・考え方を明確

にし、日常生活で生かすことを重視した単元計画や単元全体を見通した手立てを講じることで、児童

は、数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するよさを実感し、生活や学習に活用しようとする姿

につながった。 

 

４ 振り返りを工夫し、活用への意識を高める 

Ｚ校の指導者Ｄは、児童が学んだことを意

識し、生活や学習に結び付け活用しようとす

る姿を目指し、振り返りの工夫に取り組ん

だ。指導者Ｄは、１学期の振り返りの場面で、

全教科で共通して用いる「振り返りのポイン

ト」(図11の上段)を提示していたが、児童が

問題解決の過程で働かせた数学的な見方・考

え方について振り返る姿が少ないことに気

付いた。そこで、２学期は高学年部の指導者

Ｃと協働し、児童が振り返りで数学的な見

方・考え方を意識し、言葉で表現できるよう、

「振り返りのポイント」を改善した(図11の

下段)。また、児童が学んだことを生活や学

習に活用することを意識できるよう、「各時

間の振り返り」「この単元で見つけた算数の

見方・考え方」「これからの生活や学習で役

立てたいことや考え方」を記録する

「マイログ-学びのリンクシート-」を

作成した。「マイログ-学びのリンク

シート-」は冊子にし、児童が毎時間

の振り返りや、単元ごとの気付きをい

つでも振り返ることができるように

した。 

児童ｄは、５年生「単位量あたりの

大きさ」の学習後に人口の疎密を比べ

たいことを記述していた(図12の上

段)。その後、社会科で日本と世界の

国々の輸出入の関係を学習した児童

ｄは、世界の国々の人口密度を比べる

自主学習に取り組んだ(図12の下段)。 

このように、児童が働かせた数学的

な見方・考え方について振り返り、生

活や学習での活用を意識できるよう

にすることで、児童が学んだことを自

らの生活や学習に活用しようとする

姿につながった。 
図 12 児童ｄの「マイログ-学びのリンクシート-」の記述(上段)と自主学

習(下段) 
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図 13 指導者質問紙調査の結果 

図 15 児童質問紙調査の結果 

５ 授業の改善を繰り返した指導者と児童の変容 

(１) 指導者の意識の変容 

研究協力校の指導者を対象に６月と10月

に実施した質問紙調査の結果を比較すると、

「児童が算数科で学習したことを、生活や学

習につなげられるように工夫している」とい

う質問に対して、肯定的な回答をした指導者

の割合は21ポイント増加して71％であった

(図13)。また、研究終期の所感では、「授業改善シート」を活用した授業づくりにより、学びをつ

なぐ姿を重視した授業づくりへの意識が高まったことや、授業づくりによって児童が数学的な見方・

考え方を働かせる姿が見られたと実感する様子がうかがえた(図14)。 

 

(２) 児童対象質問紙調査と評価問題による学力調査から分かる児童の意識の変容 

研究協力校の４～６年生の児童を対象

に６月と10月に実施した質問紙調査の結

果を比較すると、「算数科で学習したこ

とを、今後の学習で活用できないか考え

ることがある」という質問に対して、肯

定的な回答をしている児童の割合は、

66％から73％に増加した。また、「算数

科で学習したことを、今後の生活で活用

できないか考えることがある」という質

問に対して、肯定的な回答をしてい

る児童の割合は、71％から77％に増

加した(図15)。 

あわせて、研究始期と終期に、５

年生の児童を対象に、全国学力・学

習状況調査を参考に作成した評価

問題による学力調査を実施した。数

学的な見方・考え方を働かせ、学ん

だことを日常生活の場面において

活用する力を測る問題を出題した

始期

終期 71

50

児童が算数科で学習したことを、生活や学習につなげられる
ように工夫している

(数値は％ 回答総数:14)□とてもそう思う □ややそう思う
□どちらとも言えない □あまりそう思わない
□全くそう思わない

始期

終期 73

66

算数科で学習したことを、今後の学習で活用できないか考えることがある

(数値は％ 回答総数:113)

算数科で学習したことを、今後の生活で活用できないか考えることがある

始期

終期 77

71

□とてもそう思う □ややそう思う □どちらとも言えない
□あまりそう思わない □全くそう思わない
※割合は四捨五入したものであるため、合計が100％にならない場合がある。

図 16 評価問題による学力調査の結果 

始期(2.9点)

終期(3.3点)

(始期)示された並べ方を基に、３種類のファイル23人分を全部並べた長さの求め
方を式や言葉で表し、計算の結果をもとに判断する。

(終期)350×16の積を求めるために、350×２をもとにして、16が２の８倍である
ことに着目し、350×２の積の８倍を求め、その求め方を式や言葉で表す。

平均値

□式と言葉で求め方を記述している(５点)
□式と言葉で求め方を記述しているが、説明が不十分な部分がある(４点)
□式と言葉で求め方を記述しているが、表記や計算に間違いがある
または、式か言葉のどちらかで求め方を記述している(３点)

□上記以外の解答(２点) □無解答(１点)
※割合は四捨五入したものであるため、合計が100％にならない場合がある。

(数値は％ 回答総数:58)

図 14 研究終期における指導者の所感(下線は筆者) 

・教材研究をする際に、児童がどの学年で何を学習してきたのか、既習事項を確認するようになった。 

・今までは、考えがたくさん出ることをよいことと価値付けてきたが、生活や学習に生かしていけるように、「ど

の考えがこれからも使えそうか」と問いかけるようになった。 

・今まで問題解決をあきらめていた児童が、「クラスログ」を見返して自らの考えをもとうとしたり、少人数交

流で友達に考えを聞いて解決しようとしたりする姿が見られるようになった。 

・児童の言葉と数学的な見方・考え方をつなぐことで、児童から「めあてに合うまとめじゃないと」と、めあて

を意識して何を学んだのかまとめる姿が見られるようになった。 

・まとめで「クラスログ」に残す学習のポイントを吟味する時間を設定したことで、児童が大切だと思う数学的

な見方・考え方を話し合う姿や、オリジナルの「マイログ」を作る姿が見られるようになった。 

・振り返りの際に、数学的な見方・考え方について振り返るよう声をかけたり、次の学習につながる児童の振り

返りを授業の導入で取り上げたりすることが増えた。 

・児童の振り返りから、児童が学習内容を理解できたか確認し、次の時間の手立てを考えるようになった。 

※下線は指導者の変容、波線は児童の変容を示す。 
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図 17 児童ｅの解答内容の変容(吹き出しと下線は筆者) 

ところ、終期の評価が有意に上昇したⅰ)(図 16)(詳細は付録)。 

児童ｅの記述内容を見ると、研究始期では計算の手順を中心に記述していたが、研究終期では、

「16は２の何倍か」など、

何に着目して考えたかや、

求め方について記述してい

た(図 17)。 

このように、指導者が、

児童が学びをつなぎ、新た

な気付きを生み出すための

授業構想と授業評価に繰り

返し取り組んだことによ

り、児童が算数科での学び

を生活や学習に活用しよう

とする意識の高まりや、学

んだことを日常生活の場面

において活用する力の向上

につながったといえる。 

 

Ⅶ 研究のまとめと今後の展望 

 

１ 研究のまとめ 

(１) 「単元デザインシート」「授業改善シート」を活用した授業構想と授業評価を繰り返すことで、

指導者は児童の姿を具体的に捉え、発問の工夫、交流の目的の明確化など、児童が学びをつなぎ、

新たな気付きを生み出す授業づくりを継続して行うことができた。 

(２) 授業の中で、指導者が単元全体を見通した手立てや、振り返りの工夫を講じることで、児童は学

んだことを自らの生活や学習に活用しようとする姿につながった。 

 

２ 今後の展望 

(１) 児童が蓄積した数学的な見方・考え方を、単元内だけでなく、単元間や学年間で系統的に活用で

きるよう、指導の工夫を更に充実させることが求められる。 

(２) 目指す児童の姿と実態に基づく授業改善の視点を指導者間で交流し、共有することで、授業改善

が個々の指導者の実践に留まらず、学校全体の継続的な取組として充実していくことが期待される。 
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付 録 

 

付録 評価問題による学力調査の結果の研究始期と終期の比較（n =58） 

評価 1 2 3 4 5 
ウィルコクソンの 
符号化順位検定 

始期（n=58） 1 20 25 8 4 検定統計量 

Z = 2.27 

p = .02* 

% 1.7 34.5 43.1 13.8 6.9 
終期（n=58） 1 11 28 8 10 

% 1.7 19.0 48.3 13.8 17.2 
※ｚ：検定統計量、ｐ：有意確率          *p<.05、**p<.01 
※中央値は、始期・終期とも3.0であった。 
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